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「自動車エレクトロニクス」小特集にあたって

自動車が登場してから120数年，時代とともに自動車への要求が多様化してきています。
より速く・より快適な空間を求める「快適・利便性」，事故時の搭乗者の安全確保から事故自体の発生防止に進化
してきている「安全性」，昔の大気汚染から近頃の地球温暖化に代表される「環境問題対応」，原油の枯渇・高騰によ
る「エネルギー問題対応」，レアメタルに代表される「資源問題対応」などです。
特に環境問題・エネルギー問題に対応するため，燃費の良い車やハイブリッド車，電気自動車などが自動車メー
カー各社から発売され始めました。
一方，BRICSを初めとする新興国ではより低コストの車の需要が拡大してきており，前述の5つの多様化した要
求に対応しながらの低コストが現在の自動車に求められている姿です。

古河電工グループは1884年の創業以来，幅広い素材をベースに技術開発・製品開発を行ってきました。銅合金・
アルミ合金・高分子材料を中心とした素材技術，電気・無線・光を使った通信技術，放熱・熱輸送・蓄熱などの熱ソ
リューション技術，電力を送る・蓄える・変換する電力インフラ技術などです。
古河電工グループの2013 ～ 2015年度の3ヶ年中期計画では，注力する市場の一つに自動車市場を掲げています。
本号では，現在取り組んでいる自動車向け技術開発・製品開発についてご紹介致します。

古河電工グループが保有するこれらの技術を進化させ，組み合わせることによって，求められている自動車の実
現に大きく貢献できると考えています。
関係者皆様方の，ご指導，ご鞭撻をよろしくお願い致します。
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小特集 自動車エレクトロニクス

小型・高性能アンテナ

車内照明・インパネ用反射板

拡散板

大電流基板「パワーボード」
メタルコア基板
厚銅箔

スーパタフネス線
細物平角エナメル線
リレー用巻線

超広帯域無線レーダ「UWBレーダ」

ヒートパイプ
ペルチェ素子
高放熱型ECUボックス
LEDヘッドランプ冷却器
バッテリ冷却部品
熱設計シミュレーション技術

シロキサンフリー熱伝導シート

ウルトラバッテリー
バッテリー状態検知センサ

リチウムイオン電池銅箔
リチウムイオン電池カバー

高強度・高熱伝導性アルミニウム合金
（ボンネット・ボディなどアウターおよびインナー）

小型モータ用高密着エナメル線

マイクロセルラー発泡内装材

遮水シート

制振フォーム

発泡エアダクト

HEV電源用高電圧コネクタ
HEV用アルミシールドハーネス
車載通信システム
自動車用アルミ電線
環境調和型耐熱絶縁材料

化石燃料を極力使用せず，
CO2排出量を画期的に減らす自動車

自動車に求められていること，
当社が提供できる技術

燃費向上，CO2排出削減

HV，EVなどの性能向上

安全、安心

・アルミボディ
・発泡樹脂製軽量内外装材
・アルミ電線

・�キャパシタハイブリッド型
	 ウルトラバッテリー
・オルタネータ用巻線
・モータ用巻線
・ハイブリッド基板
・リチウムイオン電池負極用銅箔
・ヒートパイプなど放熱

・小型・高性能アンテナ
・広帯域無線（UWB）レーダ
・ハロゲンフリー電線


